
 

 

令和６年度特定侵害訴訟代理業務試験 

 

論点［事例問題２］ 

 

問１ 起案 

１ 請求の趣旨に対する答弁の記載 

２ 商標の類否、結合商標における一部抽出についての判断基準と当てはめ 

３ 不正競争防止法２条１項１号の商品等表示の類否の判断基準 

４ 不正競争防止法２条１項１号の周知性及び混同のおそれについての具体的

主張 

 

問２ 小問  

（１）ア 請負と準委任の定義 

イ 請負と準委任の違い（義務の内容、再委託、契約不適合責任） 

（２）ア 控訴状を提出する裁判所と控訴期間 

イ 控訴審における時機に後れた攻撃防御方法の却下の要件と当てはめ 

 


